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上越市立中郷小学校だより 令和５年度 №11            令和６年２月 19日 

✤感謝の気持ち ⇔ 幸福感 

「相手に感謝する気持ちをもつことは自身の幸せ感を上昇させてくれる」「普段から感謝

する気持ちが大きい人ほど幸福度が高い」「幸福だなと思える人はよく感謝する人」などの

研究報告があることをご存じのことと思います。「ありがとう等の感謝の言葉は、受ける人

よりも伝える側の方に大きな効果がある」という研究結果もあるそうです。 

１月の全校 SSEは、「１年間のわかば班活動や学校生活を振り返り、感謝の気持ちを表す

ことができる」ことをねらいとして行いました。２月１日の全校集会では、家族や地域に

感謝できる、幸福度が高い子どもを育みたいと思い、３つの例を挙げて話をしました。 

① 元日の能登半島地震から１か月。私た 

ちは毎日を穏やかに生活できているこ 

と。おうちの方や地域の方、先生方が、 

子どもたちが普段通りに生活できるよ 

うに、日頃から準備したり守ったりし 

てくださっていること。 

② 大谷翔平選手からのグローブのプレゼ 

ント。それに合わせ、さとまる野球ク 

ラブの皆さんが４つのグローブとボー 

ルをプレゼントしてくださったこと。さとまる野球クラブの皆さんが、できるだけ大勢

で活動できるように、体育館でも投げられるように等と、中郷小の子どもたちのことを

深く考えてくださっていること。 

③ １月 26 日、新潟県学校スキー研究会が主催するスキー学習の参観と会議が、全県から

大勢のスキー関係の先生方が来校して行われ、中郷小のスキー学習について、たくさん

褒めてくださったこと。 

・子どもたちが生き生きと主体的に 

スキー学習をしていること。 

・中郷ジュニアクロスカントリース 

キー育成会の方々が、コーチとし 

て指導してくださっていること。 

・地域の方が重機で圧雪したり、育 

成会の方々がスノーモービルでコ 

ースを整備したりしてくださって 

いること。 

 ・夕日ヶ丘や広いグラウンドで、ス 

キーが思い切りできる環境がある 

こと。＊昨年度の整備のおかげで、 

夕日ヶ丘のどこでも闊歩できます。 

 今後も、子どもたちに「感謝の気持ち⇔幸福感」のよいスパイラルが続きますように！ 

     ゑんじゅ 
『かしこい子 

やさしい子 
がんばる子』 

 
上越市中郷区二本木 704 番地 

TEL: 0255-74-2010 
FAX: 0255-74-2482 

 

大谷選手とさとまる野球クラブからの 

グローブとボールで遊ぶ子どもたち 

 

 

育成会のコーチから 滑り下りる

ポイントの指導 
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✤音楽集会で 

 12 月５日：１・２・６年生 / ２月 14 日：３・４・５年生 

 今年度は、６つの学年を２回に分けて音楽集会を行いました。どの学年も、それぞれの

発達段階に合った楽曲や演奏であり、音楽集会に向けて練習を重ねてきたことが分かる聴

きごたえのある発表でした。子どもたちの演奏に集中した引き締まった表情、発表を終え

た後の達成感に満ちた表情に感動しました。 

 子どもたちは、音楽集会の発表で達成感や充実感を味わい、クラスの発表に貢献できた

自分を実感し、『自己有用感を高める』ことができました。また、担任や他の職員から、練

習や発表での仲間との協力等を認められ褒められることによって、自己有用感を高めまし

た。さらに、音楽集会にご来校くださった家族から認められ褒められたことにより、大き

な喜びとともに自己有用感を高めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■□『自己有用感を高める』を合言葉に！【認める言葉の褒め褒めシャワーを！】□■ 

 

１年生 「どれみとなかよし」「きみもぼくも友だち」「こいぬのマーチ」 

 

２年生 「かぼちゃ」「山のポルカ」 

 

６年生 「つばさをください」「ラバーズコンチェルト」 
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 子どもが学習や活動などに取り組んでいるときに、教職員が『認める言葉の褒め褒めシ

ャワー』で、その取組や頑張りが、誰にどのように役立ったのかを、タイミングを工夫し

て伝えます。この積み重ねが効果的に自己有用感を高めるます。タイミングを工夫するに

は、教職員が一人一人の子どもと、より深くかかわり、しっかりと見取ることが重要です。 

 今年度のまとめの時期になりました。子どもたちの『自己有用感を高める』教育活動に

ついて成果と課題を明らかにし、来年度さらに『自己有用感を高める』取組を充実します。 

 

３年生 「歌おう声高く」「パフ」 

 

４年生 「子どもの世界」「茶色の小びん」 

 

５年生 「キリマンジャロ」「すてきな一歩」 
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✤第３回さとまる学園コミュニティ・スクール委員会 ２月８日（木） 
５限は各学級で学習参観をしていただきました。委員会では、今年度のまとめとして、

児童・保護者アンケートによる学校評価の結果や、夢・志チャレンジスクール事業を活用

した子どもたちの学習や活動について報告し、ご意見やご感想をいただきました。 

≪夢・志チャレンジスクール事業の取組について≫ 

 〇低学年から中郷を知り、どんどん地域に愛着をもってくれる気持ちにつながるいい取 

  組だと思う。ぜひ、これからも続けてほしい。 

 〇中郷区で開かれる数々のイベント等に子どもたちの姿が多く見受けられる。そんな取 

組が、近い将来、中郷を支える人が育つ礎になることを期待する。 

≪自己有用感を育む取組について≫ 

 〇何かにチャレンジする際も思い 

切りやることができるのは、自 

己有用感が高く自信につながっ 

ているからだと思う。 

 〇今後、もう一歩先にいける取組 

  が必要だと思う。 

 〇これからの課題として、広い世 

界で自己有用感を高めてほしい。 

≪その他≫ 

 〇少子化が進み、部活をはじめ制約が加わり、大転換期を迎え、定期的な話合いが必要 

である。 

いただいたご意見を次年度の教育活動の工夫に生かし、 

学校、家庭、地域が一体となって、中郷の子どもたちの 

自己有用感を高めていきたいと思います。 

 

  

  
１日（金）学習参観・ＰＴＡ総会・学年懇談会 

     学習情報指導員来校（午前） 

４日（月）チャレンジウィーク（～８日） 

５日（火）６限欠課（～８日） 

６日（水）フッ化物洗口 

     ６年生を送る会（13:10～５限） 

     学校司書来校（10:35～15:00） 

７日（木）ＡＬＴ来校 

８日（金）学校訪問カウンセラー来校（午後） 

     学習情報指導員来校（１日） 

12日（火）委員会活動（４・５年） 

     期末大清掃① 

13日（水）フッ化物洗口 

地区児童会（５限） 

ＰＴＡ総務委員会引継ぎ会 

学年会計監査 

学習情報指導員来校（１日） 

14日（木）新登校班で登校練習（～15日） 

     卒業式全体練習①（２限） 

     ＡＬＴ来校 

期末大清掃② 

スクールカウンセラー来校（午前） 

15日（金）後援会役員会・会計監査 

18日（月）期末大清掃③ 

     学習情報指導員来校（１日） 

19日（火）３学期給食最終日 

21日（木）３学期終業式 

     卒業式全体練習②（３限） 

     卒業式前日準備（５年） 

22日（金）第 19回卒業証書授与式 

23日（土）～４月７日 春休み 

25日（月）離任式 

 

３月の行事予定  
 

 

 


